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「
黒
淵
も
し
霊
あ
ら
ば
！
と

で
も
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。」
と
結
ん
だ
記
事
が
、
写
真

付
き
で
新
聞
に
載
っ
た
。
見
出

し
は
「
〝
黒
淵
〟
の
危
機
？
」。

不
確
か
な
情
報
か
も
し
れ
な
い

が
、
堰
堤
（
ダ
ム
）
建
設
計
画
の

存
在
を
伝
え
、
牽
制
し
て
い
る
。

日
付
は
一
九
三
五
年
四
月
十
四

１ 

     
 

 
加
計
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｍ
ｍ
ｐ

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
で
開
か
れ
た
初

会
合
に
は
二
十
人
が
集
ま
っ

た
。
登
壇
者
は
カ
エ
ル
の
着
ぐ

る
み
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

一 

               

 

 

日
、
熊
南
峰
が
三
段
峡
を
去
っ

た
約
一
年
半
後
で
あ
る
。 

   

証
拠
は
な
い
が
、
記
事
は
南

峰
が
新
聞
社
に
持
ち
込
ん
だ

か
、
書
か
せ
た
に
違
い
な
い
と

考
え
る
。「
も
し
霊
あ
ら
ば
」
の

表
現
は
他
で
も
度
々
使
っ
て
い

る 

   

     

る
町
会
議
員
の
吉
見
茂
さ
ん
と

中
学
校
へ
出
か
け
て
命
の
授
業

を
し
て
い
る
助
産
師
の
小
野
誉

里
子
さ
ん
。 

 

吉
見
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く
の
自

然
を
生
か
し
た
子
育
て
が
で
き

る
町
、
若
者
を
支
援
す
る
町
に
し

た
い
」
と
、
町
づ
く
り
へ
の
考
え

を
強
調
し
た
。
小
野
さ
ん
は
「
住

ん
で
知
っ
た
安
芸
太
田
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
お
手
伝
い
を
し
た

い
」
と
、
抱
負
を
語
っ
た
。 

 

参
加
し
た
加
計
印
刷
の
大
神

朋
子
さ
ん
は
「
と
て
も
楽
し
い
会

だ
っ
た
。
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。「
広
島
の
楽
し
い
１

０
０
人
」
実
行
委
員
会
か
ら
は
三

人
が
参
加
、「
こ
ん
な
小
さ
な
町

で
取
り
組
む
の
が
す
ご
い
。」
と

ー
１ 

   

る
。
そ
の
後
、
黒
淵
堰
堤
計
画
の

記
録
は
な
く
、
立
ち
消
え
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。 

 

黒
淵
か
ら
一
㌔
ほ
ど
奥
、
鷹
ノ

巣
と
い
う
絶
壁
が
聳
え
る
下
に
、

木
串
と
呼
ば
れ
る
、
巨
石
が
乱
れ

重
な
る
景
勝
が
あ
る
。
美
し
い
場

所
だ
が
、
絶
壁
の
崩
落
だ
と
分
か

る
と
、
身
震
い
が
す
る
。
南
峰
が 

 

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
次
回
は
十
二

月
十
三
日
、
中
筒
賀
の
旧
井
仁
小

学
校
で
開
く
。 

 

「
楽
し
い
１
０
０
人
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
二
〇
一
二
年
、
北
海
道

で
始
ま
っ
た
。
二
年
後
に
ス
タ
ー

ト
し
た
広
島
で
は
四
年
目
の
今

年
十
一
月
、
百
人
を
達
成
す
る
。 

     

九
月
に
開
催
し
た
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
養
成
講
座
の
継
続
事

業
と
し
て
、
受
講
者
が
作
成
し

た
、
子
供
向
け
の
「
森
で
あ
そ
ぼ

う
」
と
、大
人
を
対
象
に
し
た
「
歩

く
、
描
く 

秘
境
三
段
峡
の

秋
！
」
の
二
つ
の
実
践
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
。 

 

十
月
十
三
日
と
二
十
七
日
の

両
日
、
正
面
口
で
開
か
れ
た
「
森
」

ツ
ア
ー
に
は
親
子
計
二
十
六
人

が
参
加
。
小
学
生
た
ち
は
イ
ン
タ 

    

撮
っ
た
写
真
と
現
在
の
姿
と
は

大
き
く
異
な
る
。
三
段
峡
生
ま
れ

の
高
下
務
氏
は
、
大
規
模
な
崩
落

に
よ
る
凄
ま
じ
い
音
を
峡
内
で

聞
い
た
と
い
う
。 

   

「
近
頃
運
材
夫
が
よ
く
不
思
議

な
死
に
方
を
す
る
と
い
う
の
で

１ 

    

            

ー
プ
リ
タ
ー
と
一
緒
に
歩
き
な

が
ら
自
然
体
験
を
楽
し
ん
だ
。

一
年
生
の
伊
藤
義
斗
く
ん
は

「
探
検
が
楽
し
か
っ
た
、
ま
だ

帰
り
た
く
な
い
」
と
、
終
了
を
惜

し
ん
で
い
た
。
ツ
ア
ー
は
マ
ツ

ダ
財
団
の
助
成
事
業
。 

 

「
秘
境
」
ツ
ア
ー
は
さ
ん
け
ん

と
ひ
ろ
し
ま
ジ
ン
大
学
と
の
コ

ラ
ボ
事
業
で
十
七
日
、
十
八
人

が
探
勝
路
を
歩
い
た
。
午
前
は

さ
ん
け
ん
が
担
当
し
て
「
切
り

１ 

   

こ
れ
等
仲
間
に
怖
れ
ら
れ
て
い

る
」
と
南
峰
は
書
く
。
木
串
に
限

ら
ず
、
人
の
死
に
纏
わ
る
話
は

随
所
に
出
る
。
南
峰
は
三
段
峡

の
持
つ
神
秘
性
が
、
他
に
は
な

い
最
大
の
魅
力
と
感
じ
て
い

た
。
死
や
霊
と
い
う
表
現
は
、
自

然
へ
の
畏
怖
の
重
要
性
を
訴
え

て
い
る
。 

 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

１
４
０
文
字 

         

取
っ
て
見
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
落

ち
葉
や
風
景
の
見
方
を
案
内
し

た
。
午
後
は
ジ
ン
大
学
が
企
画
し

て
、
各
自
が
初
秋
の
景
色
を
絵
手

紙
に
描
い
た
。 

 

ジ
ン
大
学
は
広
島
を
拠
点
に

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
。
さ
ん
け
ん
と
同
大
学
は
来

年
、
外
国
人
向
け
ツ
ア
ー
で
事
業

提
携
を
予
定
し
て
い
る
。 

     

深
入
山 

寄
主
ア
リ
調
査 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
チ
ョ
ウ
類

保
全
協
会
の
中
村
康
弘
事
務
局

長
を
招
い
て
十
月
二
十
五
日
、
深

入
山
で
絶
滅
危
惧
種
の
チ
ョ
ウ

で
あ
る
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
に
寄
主
す

る
ア
リ
の
生
息
調
査
を
し
た
。
来

年
も
再
度
実
施
し
、
寄
主
ア
リ
を

確
定
し
て
、
環
境
の
保
全
方
針
を

決
め
る
予
定
。 

三
段
峡 

キ
ノ
コ
調
査
会 

 

日
本
菌
学
会
会
員
の
新
谷
正

信
さ
ん
を
講
師
に
十
月
十
二
日
、

三
段
峡
で
キ
ノ
コ
調
査
会
を
開

い
た
。
概
要
講
義
の
後
、
探
勝
路

で
採
取
方
法
や
注
意
点
を
聞
い

た
。
日
本
名
の
な
い
可
能
性
が
あ

る
キ
ノ
コ
も
発
見
さ
れ
、
峡
内
菌

環
境
の
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
た
。

今
後
は
採
取
調
査
の
許
可
を
申

請
し
、
本
格
調
査
を
目
指
す
。 
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 一口メモ 

て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配

さ
れ
た
が
、
今
年
も
鮮
や

か
に
色
付
い
た
。 

 

自
然
の
厳
し
さ
を
く
ぐ

り
抜
け
た
植
物
は
、
何
事 

も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
観

光
客
を
迎
え
た
。
気
候
が

変
動
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
の
百
年
、
三
段
峡
は
ど

ん
な
自
然
を
残
す
の
か
。 

第２の故郷へ恩返し   
河内 佑真さん 

  

2013 年から 3 年間、地域お

こし協力隊員として安芸太田

町に赴任した。特産の祇園坊柿

を使った「チョコちゃん」を地 

域のおばあちゃんたちと商品化。「おみやげグ

ランプリ 2015」で、準グランプリを受賞した。 

任期満了後は、県中山間地域振興課に勤務

し、地域で活躍する人材をサポートしている。

「自分が人の役に立てれば、安芸太田町のＰＲ

につながる」と、公私にわたって第２の故郷へ

恩返しを続けている。三段峡を「視座を高めて

くれる場所」として広めたいと話す。さんけん

活動の頼もしいパートナーだ。    （炎） 

 

 

南
峰
と
歩
く 
 

⑮ 

木
串
（
き
ぐ
し
） 

■
神
秘
性 

最
大
の
魅
力 

■
風
景
変
え
た
大
崩
落 

「
も
し
霊
あ
ら
ば
」
水
没
免
れ
る 

   

▼
植
物
は
強
し 

町
議
の
吉
見
さ
ん
／
助
産
師
の
小
野
さ
ん 

 地域の人と人とをつなぐ「あきおおたの楽しい 100 人」

の取り組みが 10 月 11 日、スタートした。地域で活動して

いる人がそれぞれの取り組みや地域への思いを 15分間で発

表するイベントで、初回は町会議員の吉見茂さんと助産師の

小野誉里子さんが登場した。今後、隔月で定期的な開催を予

定している。さんけんとＦＭＣ↗（ファシリテーションみん

なでまるく向上委員会）の共催。 

 
 

 

 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

受
講
者
実
践
ツ
ア
ー 

 

三段峡を知るツアー 

 

メニュー多彩 

安
芸
太
田
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
だ
っ
た

県
中
山
間
地
域
振
興
課
の
河
内
佑
真
主
事
が
企
画

し
た
ツ
ア
ー
が
十
月
二
十
八
日
、
水
梨
口
―
正
面
口

間
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
県
立
広
島
大
関
係
者
や
県

職
員
ら
七
人
、
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド
し

た
。
視
点
を
変
え
た
景
観
の
体
験
、
水
辺
の
生
物
や

小
さ
な
花
、
コ
ケ
の
観
察
、
た
た
ら
と
広
島
デ
ル
タ

の
鉄
産
業
と
の
歴
史
な
ど
多
彩
な
内
容
だ
っ
た
。 

内
容
は
だ
っ
た
。 

 

    

森
で
あ
そ
ぼ
う

 

＆ 

秘
境
三
段
峡
の
秋 

「あきおおたの楽しい 100 人」がスタート 

安
芸
太
田
へ
の
思
い
語
る 

さ
ん
け
ん
新
聞 

町
づ
く
り
へ
の
考
え
を
話 

す
吉
見
茂
さ
ん 

 

夏
の
豪
雨
災
害
と
猛
暑

の
影
響
で
木
々
が
痛
み
、

紅
葉
す
る
前
に
枯
れ
散
っ

て 
 

https://sanken-/

